
様式1

政策ごとの決算との対応について（総括表）　

(所管）内閣府　　（組織）金融庁 （単位：千円）
備考

金融システムの安定と金融仲介機能の発揮 2,509,733 3,116,272 - △82,799 - 5,543,206 738,685 2,040,046 2,764,474 - - - - - - - - - -

利用者の保護と利用者利便の向上 72,147 - - - - 72,147 57,432 - 14,714 - - - - - - - - - -

市場の公正性・透明性と市場の活力の向上 1,866,565 436,644 - △4,500 - 2,298,709 1,669,254 366,807 262,647 - - - - - - - - - -

横断的施策 805,052 - - 87,299 - 892,351 682,333 52,668 157,349 - - - - - - - - - -

5,253,497 3,552,916 - - - 8,806,413 3,147,705 2,459,521 3,199,186 - - - - - - - - - -

（注） １．政策評価の対象となる計数及び政策評価の対象外の計数で政策に関連付けられるものを掲記している。
２．計数は、原則として単位未満を切り捨てたものであり、端数において合計とは一致しないものがある。
３．千円未満の計数がある場合には「０」で表示し、該当計数が皆無の場合は「－」で表示している。

特別会計

合　　　　　　　計

政策評価体系
一般会計

差引額予備費使用額予算決定後移替増△減額前年度繰越額歳出予算額 支出済歳出額 差引額予備費使用額 流用等増△減額 歳出予算現額 流用等増△減額前年度繰越額歳出予算額 歳出予算現額予算総則の規定による経費増額翌年度繰越額 予算決定後移替増△減額 支出済歳出額 翌年度繰越額



様式2

政策ごとの決算との対応について（個別表）　【一般会計】

(所管）内閣府　　（組織）金融庁 （単位：千円）

2,509,733 3,116,272 - △82,799 - 5,543,206 738,685 2,040,046 2,764,474

金融庁 金融政策費 金融機能安定確保に必要な経費 2,509,733 3,116,272 - △82,799 - 5,543,206 738,685 2,040,046 2,764,474

72,147 - - - - 72,147 57,432 - 14,714

金融庁 金融政策費
金融サービス向上推進に必要な
経費

72,147 - - - - 72,147 57,432 - 14,714

1,866,565 436,644 - △4,500 - 2,298,709 1,669,254 366,807 262,647

金融庁 金融政策費 金融市場整備推進に必要な経費 1,866,565 436,644 - △4,500 - 2,298,709 1,669,254 366,807 262,647

横断的施策 805,052 - - 87,299 - 892,351 682,333 52,668 157,349

金融庁 金融政策費 金融政策推進に必要な経費 616,373 - - 87,299 - 703,672 494,362 52,668 156,641

金融政策費 経済協力に必要な経費 188,679 - - - - 188,679 187,970 - 708

5,253,497 3,552,916 - - - 8,806,413 3,147,705 2,459,521 3,199,186

（注） １．政策評価の対象となる計数及び政策評価の対象外の計数で政策に関連付けられるものを掲記している。
２．計数は、原則として単位未満を切り捨てたものであり、端数において合計とは一致しないものがある。
３．千円未満の計数がある場合には「０」で表示し、該当計数が皆無の場合は「－」で表示している。

予算決定後移替増△減額

合　　　　　　　計

利用者の保護と利用者利便の向
上

金融システムの安定と金融仲介
機能の発揮

市場の公正性・透明性と市場の
活力の向上

備考政策評価体系 組織 項 事項 歳出予算額 差引額流用等増△減額予備費使用額前年度繰越額 翌年度繰越額支出済歳出額歳出予算現額


